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満
１
歳
か
ら
小
学
６
年

　
町
で
は
子
育
て
と
就
労
の
両
立
を
支
援
す
る

た
め
に
「
病
児
・
病
後
児
保
育
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
保
育
所
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど

に
通
う
子
ど
も
が
、
病
気
中
か
病
気
の
回
復
期

に
あ
り
、
集
団
保
育
や
家
庭
で
の
保
育
が
難
し

い
場
合
に
、
一
時
的
に
預
か
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
満
１
歳
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で

を
対
象
と
し
て
い
た
も
の
を
、
６
年
生
ま
で
を

対
象
と
し
ま
す
。

※�

利
用
に
は
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。
た
だ

し
、
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
方
（
小
学
生
）

に
つ
い
て
は
、
自
動
更
新
し
ま
す
の
で
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
場
所

　

�

精
華
町
病
児
・
病
後
児
保
育
室
「
ひ
ま
わ

り
」（
精
華
台
七
丁
目
４
番
地
１　

学
研
都

市
病
院
介
護
老
人
保
健
施
設
と
ち
の
き
６

階
）

▼
対
象
者

　

�

町
内
在
住
、
ま
た
は
保
護
者
が
町
内
に
勤
務

し
、
病
気
中
ま
た
は
病
気
の
回
復
期
に
あ
る

児
童
（
満
１
歳
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
の

児
童
）
で
、
か
か
り
つ
け
医
師
な
ど
の
病

児
・
病
後
児
保
育
室
の
利
用
が
可
能
で
あ
る

と
判
断
を
得
ら
れ
た
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
児
童

　
・�

保
育
所
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
に
通

所
し
て
い
る
こ
と
（
無
認
可
保
育
所
を
含

む
）

　
・�

保
護
者
の
就
労
、
疾
病
、
事
故
、
出
産
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
、
社
会
的
に
や
む
を
得
な

▼
そ
の
ほ
か

　
申
し
込
み
の
変
更
・
取
り
消
し
を
す
る
場
合

は
、
利
用
日
当
日
の
午
前
７
時
30
分
ま
で
に

「
ひ
ま
わ
り
」
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
注
１
】
給
食
・
お
や
つ
代
を
含
み
ま
す
。

【
注
２
】
次
の
と
こ
ろ
に
置
い
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ�

子
育
て
支
援
課
保
育
係
ｔ
95

－

１
９
１
７
・

ｆ
95

－

３
９
７
４

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は

　
国
民
年
金
に
は
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎

年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
３
つ
の
基
礎
年
金
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
る
と
き
に
初
診
を
受
け
た
病
気
や
ケ
ガ

で
一
定
の
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る

「
障
害
基
礎
年
金
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は
、
次
の
条
件

を
満
た
し
、
障
害
等
級
１
級
・
２
級
【
注
１
】

に
認
定
さ
れ
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
で

き
ま
す
。

▼
受
給
条
件

　

�

次
の
①
・
②
の
う
ち
１
つ
以
上
、
そ
し
て
、

③
・
④
・
⑤
の
う
ち
１
つ
以
上
該
当
す
る
項

目
が
あ
る
方

　
①�

初
診
日
の
前
日
時
点
で
、
前
々
月
ま
で
の

保
険
料
納
付
済
期
間
【
注
２
】
が
加
入
期

間
の
３
分
の
２
以
上
あ
る
。

　
②�

初
診
日
の
前
々
月
ま
で
の
1
年
間
に
未
納

が
な
い
。

　
③�

国
民
年
金
加
入
中
に
初
診
を
受
け
た
。

　
④
20
歳
に
な
る
ま
で
に
初
診
を
受
け
た
。

　
⑤�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
民

登
録
し
て
い
る
間
に
初
診
を
受
け
た
。

い
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
で
の
保
育
が
困
難

な
児
童

▼
定
員

　
１
日
４
人

　
※�

症
状
に
よ
り
、
定
員
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
日
時

　
平
日
・
土
曜
日　
午
前
８
時
～
午
後
６
時

　
※�

日
曜
日
と
祝
日
、
12
月
29
日
～
翌
年
１
月

３
日
は
休
み
で
す
。

▼
利
用
料
金

　

�

１
日
２
５
０
０
円
（
在
勤
者
は
３
６
０
０

円
）【
注
１
】

　
※�

午
前
８
時
～
８
時
30
分
・
午
後
４
時
30

分
～
６
時
は
、
30
分
あ
た
り
３
０
０
円
が

別
途
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
※�

医
師
連
絡
票
に
か
か
る
費
用
（
保
険
診
療

扱
い
）
も
別
途
必
要
で
す
。

▼
利
用
方
法

　
①�

利
用
登
録
申
請
書
【
注
２
】
を
町
役
場
２

階
・
子
育
て
支
援
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
受
付
時
間
／
平
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

　
②�

か
か
り
つ
け
医
師
な
ど
か
ら
病
児
・
病
後

児
保
育
室
の
利
用
が
可
能
で
あ
る
と
い
う

判
断
を
得
て
、「
医
師
連
絡
票
」
を
記
入

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
③�

利
用
日
前
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
、
電
話

で
「
ひ
ま
わ
り
」
へ
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。（
利
用
状
況
に
よ
っ
て
は
、
当
日
も

予
約
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　
④�

利
用
申
込
書
な
ど
を
利
用
日
当
日
に
「
ひ

ま
わ
り
」
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
※�

利
用
申
込
書
に
は
必
ず
「
医
師
連
絡

票
」
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
年
金
受
給
金
額

　
・
１
級
：
97
万
５
１
２
５
円
（
年
額
）

　
・
２
級
：
78
万
１
０
０
円
（
年
額
）

※�

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発
生
し
た

後
で
も
、
出
生
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
【
注

３
】
の
人
数
で
一
定
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
・�

１
～
２
人
ま
で
：
１
人
22
万
４
５
０
０
円

（
年
額
）

　
・�

３
人
目
以
降
：
１
人
７
万
４
８
０
０
円

（
年
額
）

特
別
障
害
給
付
金

　
国
民
年
金
任
意
加
入
の
手
続
き
を
し
て
い
な

い
、
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
は
、
特

別
障
害
給
付
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆�

国
民
年
金
の
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

な
い
。

◆�

障
害
（
障
害
基
礎
年
金
１
級
・
２
級
相
当
）

が
あ
る
。【
注
１
】

◆
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。

　
①�

昭
和
61
年
３
月
以
前
に
厚
生
年
金
保
険
・

共
済
組
合
な
ど
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
た
配
偶
者

　
②
平
成
３
年
３
月
以
前
の
学
生

◆�

①
ま
た
は
②
の
当
時
、
障
害
に
対
す
る
治
療

の
初
診
を
受
け
た
。

【
注
１
】
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異
な
り
ま
す
。

【
注
２
】
全
額
免
除
承
認
期
間
・
納
付
猶
予
承
認
期

間
・
学
生
納
付
特
例
承
認
期
間
を
含
み
ま
す
。

【
注
３
】
18
歳
に
な
っ
た
日
以
後
、
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
子
・
20
歳
未
満
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
子
。

ｑ�

京
都
南
年
金
事
務
所
ｔ
０
７
５

－

６
４
４

－

１
１
６
５
・
精
華
町
役
場
総
合
窓
口
課
年
金

係
ｔ
95

－

１
９
１
５

医
療
費
助
成 

申
請
を

昭
和
26
年
９
月
生
ま
れ
の
方
へ

　

町
で
は
、
65
～
69
歳
で
要
件
を
満
た
す
方

に
、
医
療
費
（
保
険
適
用
分
）
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
【
注
】。

　

申
請
期
間
は
８
月
12
日
㈮
～
18
日
㈭
の
平

日
。
申
請
が
遅
れ
る
と
受
給
者
証
の
使
用
開
始

日
も
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
注
】
対
象
者
に
は
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

ｑ�

国
保
医
療
課
医
療
係
ｔ
95

－

１
９
２
９

低
所
得
高
齢
者
向
け
給
付
金

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

　
町
で
は
「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
」
の
申
請
を
現
在
受
け
付
け
中
で
す
。
申

請
が
お
済
み
で
な
い
方
や
、
添
付
書
類
不
備
に

よ
り
申
請
書
が
手
元
に
返
送
さ
れ
て
い
る
方
は

８
月
25
日
㈭
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

�

平
成
27
年
１
月
１
日
（
基
準
日
）
時
点
で
精

華
町
に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成
27
年
度
分
の

市
町
村
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
方

（
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶

養
親
族
に
な
っ
て
い
る
方
や
、
生
活
保
護
受

給
者
な
ど
を
除
き
ま
す
）
の
う
ち
、
平
成
28

年
度
中
に
65
歳
以
上
と
な
る
方

▼
支
給
額

　
３
万
円
／
１
人

▼
申
請
先

　

�

基
準
日
（
平
成
27
年
１
月
１
日
）
時
点
で
住

民
登
録
し
て
い
た
市
区
町
村
役
場

▼
申
請
期
間

　

�

８
月
25
日
㈭
ま
で
（
精
華
町
役
場
窓
口
で
の

受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
８
時
30
分
～
正

午
・
午
後
１
時
～
５
時
）

▼
申
請
手
続
き
な
ど

　
①�

申
請
書
（
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
確
認
書
類
の
写
し
②
、
③
と
と
も
に

返
送
）

　
②�

支
給
対
象
者
全
員
の
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
の
写
し

　
③�

振
込
先
口
座
の
金
融
機
関
名
、
口
座
番

号
、
口
座
名
義
人
（
カ
ナ
）
が
分
か
る
通

帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し

　
※�

押
印
漏
れ
や
添
付
書
類
漏
れ
が
あ
っ
た
場

合
は
、
書
類
不
備
に
よ
り
申
請
書
類
を
返

送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
確

認
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※�

受
付
審
査
後
、
支
給
が
決
定
し
た
方
に
は

「
決
定
通
知
書
」
を
発
送
し
、
指
定
さ
れ

た
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。
不
備
が
な
い

場
合
、
申
請
か
ら
約
１
カ
月
か
ら
１
カ
月

半
後
に
振
り
込
み
予
定
で
す
。

ｑ�

福
祉
課
社
会
福
祉
係
ｔ
95

－

１
９
０
４
・
ｆ

95

－

３
９
７
４

布
団
の
洗
濯
・
消
毒
し
ま
す

　

高
齢
者
総
合
福
祉
施
設
・
神
の
園
に
お
い

て
、
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま

す
。

▼
年
間
予
定
（
年
２
回
）

▼
対
象
者

　

�

町
内
在
住
で
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
に

お
い
て
、
要
介
護
３
以
上
の
方

▼
寝
具
の
種
類
・
利
用
枚
数

　

�

１
人
１
回
に
つ
き
、
敷
布
団
・
掛
布
団
・
毛

布
の
各
１
枚
（
シ
ン
グ
ル
）
を
基
本
と
し
、

年
６
枚
以
内

　
※
代
替
寝
具
の
貸
し
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
料
金

　

�

敷
布
団
（
綿
・
羊
毛
・
羽
毛
）
５
０
０
円
、

掛
布
団
（
綿
・
羊
毛
・
羽
毛
）
５
０
０
円
、

毛
布
１
８
０
円

▼
申
込
方
法

　

�

１
回
の
利
用
ご
と
に
申
請
書
を
直
接
次
の
と

こ
ろ
へ
。

　
※�

申
請
書
は
次
の
と
こ
ろ
に
置
い
て
い
る
ほ

か
、
同
施
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ�

高
齢
者
総
合
福
祉
施
設
・
神
の
園
ｔ
94

－

５

６
７
７

28
日
、
訓
練
メ
ー
ル
配
信

　
町
で
は
８
月
28
日
㈰
午
前
８
時
45
分
ご
ろ
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）
の
配
信

訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
メ
ー
ル
は
、
町
内
に
あ
る
対
応
機
種
の
携
帯

電
話
す
べ
て
に
配
信
し
ま
す
。
隣
接
市
町
と
の

境
界
付
近
や
町
内
を
通
過
中
の
電
車
・
バ
ス
な

ど
に
あ
る
携
帯
電
話
に
も
配
信
さ
れ
ま
す
。

　
機
種
に
よ
っ
て
は
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
で
も
着
信

音
が
流
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
音
が
鳴
っ
て

は
い
け
な
い
よ
う
な
場
所
で
は
、
設
定
を
オ
フ

に
す
る
か
電
源
を
切
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
対
応
機
種
、
受
信
設
定
が
必
要
な
機
種
や
受

信
設
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
携
帯
電
話
各
社

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
・
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
最
寄
り
の

シ
ョ
ッ
プ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ｑ�

危
機
管
理
室
危
機
管
理
係
ｔ
95

－

１
９
２
８

行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ

し
ま
す
！

第
１
回

第
２
回

申
込
締
切
日
８
月
18
日
㈭
１
月
18
日
㈬

布
団
回
収
日
８
月
23
日
㈫
１
月
23
日
㈪

布
団
配
達
日
９
月
２
日
㈮
２
月
２
日
㈭

【訓練】避難勧告
【訓練】こちらは精華町
です。
本日８時に強い地震が
発生しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
これは【訓練】です。
Disaster is a disaster 
drill.
（精華町）

９
月
１
日
か
ら

病
児・病
後
児
保
育
の
対
象
拡
大

AugustAugust 1213
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町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは36ページに掲載しています。

　
平
成
28
年
８
月
１
日
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
）
に
設
置
さ
れ
て
い
る
多
機
能
端

末
（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
）
で
住
民
票
の
写
し
な

ど
の
証
明
書
の
交
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
職
場
の
近
く
や
外
出
先
の
コ
ン
ビ
ニ
で
も
、

お
仕
事
帰
り
の
遅
い
時
間
で
も
、
証
明
書
を
お

取
り
い
た
だ
け
る
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
て
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

※�

詳
し
く
は
、
Ｊ
‐
Ｌ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ

交
付
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.lg-

w
aps.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
時
間

　

�

午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時
（
12
月
29
日
～

翌
１
月
３
日
お
よ
び
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
日
を

除
く
）
戸
籍
の
証
明
書
は
平
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
15
分

▼
交
付
で
き
る
証
明
書

　

�

①
住
民
票
の
写
し
②
住
民
票
記
載
事
項
証
明

書
③
印
鑑
登
録
証
明
書
④
戸
籍
全
部
・
個
人

事
項
証
明
書

▼
取
得
で
き
る
人
・
手
数
料

　

�

①
②
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
人
・
３
０
０
円

③
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
方
・
３
０
０
円
④

本
籍
地
と
住
所
地
の
両
方
が
精
華
町
の
方
・

４
５
０
円

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
休
日
窓
口

　
８
月
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
休
日
窓
口
は
、

14
日
㈰
・
28
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１

時
～
４
時
30
分
に
開
き
ま
す
。

　

休
日
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
領

（
要
予
約
）、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

（
自
宅
で
受
け
取
れ
ず
、
役
場
に
返
っ
て
き
た

も
の
）
の
受
領
の
み
の
専
用
窓
口
で
す
。

▼
予
約
先

　

�

総
合
窓
口
課
ｔ
95

－

１
９
１
５
（
平
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）・

ｍm
adoguchi@

tow
n.seika.kyoto.jp

　
※�

Ｅ
メ
ー
ル
本
文
に
は
①
受
け
取
り
に
行
く

方
全
員
の
氏
名
②
生
年
月
日
③
住
所
④
日

中
連
絡
の
取
れ
る
電
話
番
号
⑤
は
が
き
裏

面
左
上
に
記
載
さ
れ
て
い
る
番
号
⑥
受
け

取
り
日
時
（
第
３
希
望
ま
で
）
―
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
予
約
が
確
定
次
第
、
平

日
に
連
絡
し
ま
す
。

　
※�

窓
口
の
所
要
時
間
は
１
人
あ
た
り
約
15
分

で
す
。

▼
受
け
取
り
場
所

　

�

総
合
窓
口
課
前
（
町
役
場
２
階
）
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
専
用
臨
時
交
付
窓
口

ｑ�

総
合
窓
口
課
戸
籍
住
民
係
ｔ
95

－

１
９
１
５

生
ご
み
の
水
切
り 

ご
協
力
を

　
現
在
、
み
な
さ
ん
が
捨
て
て
い
る
「
燃
や
す

ご
み
」
の
重
量
の
約
４
割
が
水
分
で
あ
る
こ
と

が
、
打
越
台
環
境
セ
ン
タ
ー
の
実
施
し
た
成
分

調
査
結
果
で
分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
的
に
生
ご
み
な
ど
の
食
品
ご
み

で
は
、
重
量
の
約
８
割
が
水
分
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
水
分
は
悪
臭
の
原
因
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
重
量
が
増
え
る
た
め
、
毎
回
の
ご
み

出
し
作
業
が
大
変
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
水

分
が
多
い
と
燃
え
に
く
く
な
る
た
め
、
焼
却
施

設
の
燃
焼
効
率
が
悪
化
し
、
燃
料
な
ど
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
が
増
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
生
ご
み
に
含
ま
れ
る
水

分
を
減
ら
す
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年
度
、
京

都
府
立
大
学
と
連
携
し
、
実
証
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。
参
加
者
に
調
理
く
ず
を
濡
ら
さ
な
い

よ
う
に
す
る
器
具
や
生
ご
み
を
絞
っ
て
水
分
を

切
る
器
具
を
利
用
し
て
も
ら
っ
た
結
果
、
通
常

時
に
比
べ
、
約
10
％
の
重
量
を
減
ら
せ
る
こ
と

が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
生
ご
み
に
含
ま
れ
る
水
分
を
減
ら
す
方
法
と

し
て
、
最
も
有
効
な
手
段
は
「
食
べ
残
し
」
や

「
期
限
切
れ
な
ど
に
よ
り
、
手
付
か
ず
の
ま
ま

捨
て
る
食
品
」
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
、
出
て
し
ま
っ
た
食
品
ご
み
の
水
分

を
減
ら
す
最
も
簡
単
な
方
法
は
、
調
理
く
ず
を

「
ぬ
ら
さ
な
い
」
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
調

理
の
際
に
出
る
調
理
く
ず
を
三
角
コ
ー
ナ
ー
や

ス
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
に
入
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
ご
み

箱
へ
入
れ
る
こ
と
で
、
余
分
な
水
分
が
調
理
く

ず
に
浸
透
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
水
分
の
多
い
ご
み
を
絞
る
こ
と
や
、

乾
か
す
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
生
ご
み
に
含
ま

れ
る
水
分
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
の
実
証
事
業
の
結
果
か
ら
、
み
な
さ
ん

の
ご
家
庭
で
で
き
る
生
ご
み
の
水
を
切
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ご
み
の
重
量
を
減
ら
す
こ
と
に
、

大
き
な
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
少
し
で
も
ご
み
の
重
量
を
減
ら
す
た
め
、
家

庭
に
お
け
る
生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ｑ�

環
境
推
進
課
環
境
係
ｔ
95

－

１
９
２
５

ご
み
を
減
ら
す
暮
ら
し
を

お
菓
子
の
箱
な
ど
も
古
紙
回
収
で

　
地
域
で
自
治
会
や
子
ど
も
会
が
取
り
組
ま
れ

て
い
る
『
古
紙
回
収
』
で
は
、「
新
聞
」・「
雑

誌
」・「
段
ボ
ー
ル
」
だ
け
で
な
く
、「
お
菓
子

の
箱
」
や
「
カ
レ
ン
ダ
ー
」、「
ポ
ス
タ
ー
」、

「
コ
ピ
ー
用
紙
」、「
ノ
ー
ト
」、「
チ
ラ
シ
」、

「
封
筒
」
な
ど
と
言
っ
た
『
そ
の
他
の
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
紙
』
も
回
収
可
能
で
す
。

『
そ
の
他
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙
』
は
、
形

や
大
き
さ
、
厚
さ
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
ご
み

箱
の
側
に
要
ら
な
く
な
っ
た
紙
袋
を
置
き
、
そ

の
紙
袋
に
た
め
て
袋
の
ま
ま
回
収
日
に
出
せ

ば
、
簡
単
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
重
た
く
か
さ
ば
る
紙
類
は
、
古
紙
回
収
に
出

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ご
み
の
量
が
少
な
く
な
り

ま
す
。

『
そ
の
他
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙
』
を
リ
サ

イ
ク
ル
し
て
、
ご
み
を
減
ら
す
暮
ら
し
を
始
め

ま
し
ょ
う
！

▼
回
収
で
き
な
い
も
の

　
・�

防
水
加
工
、
特
殊
加
工
が
さ
れ
た
紙
（
ビ

ニ
ー
ル
コ
ー
ト
紙
、
洗
剤
の
箱
な
ど
）・

感
熱
紙
（
フ
ァ
ク
ス
用
紙
）・
カ
ー
ボ
ン

紙
（
配
送
伝
票
や
領
収
書
な
ど
）・
写

真
・
粘
着
物
の
つ
い
た
紙
（
シ
ー
ル
な

ど
）・
食
品
な
ど
が
つ
い
て
汚
れ
た
紙

　
※�

こ
れ
ら
の
紙
は
水
に
溶
か
し
て
再
生
で
き

な
い
た
め
、
古
紙
回
収
で
は
回
収
で
き
ま

せ
ん
。

ｑ�

環
境
推
進
課
環
境
係
ｔ
95

－

１
９
２
５

｢

絵
で｣｢

字
で｣

描
く
木
津
川

「
木
津
川
を
美
し
く
す
る
会
」
で
は
、
河
川
の

美
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
町
内
在

住
・
在
勤
の
方
で
す
。

　
作
品
は
、
８
月
26
日
㈮
ま
で
に
郵
送
で
下
記

に
お
送
り
く
だ
さ
い
（
必
着
）。
１
人
１
部
門

２
点
以
内
で
す
。

▼
内
容

　
・�

ポ
ス
タ
ー
の
部
…
河
川
美
化
を
主
題
と
し

た
も
の
（
画
用
紙
四
つ
切
り
・
小
中
学
生

対
象
）

　
・�

標
語
の
部
…
河
川
美
化
を
主
題
と
し
た
も
の

　
・�

短
歌
の
部
・
俳
句
の
部
・
詩
の
部
…
木

津
川
を
主
題
と
し
た
も
の
（
詩
の
部
は

８
０
０
字
以
内
）

　
・�

作
文
の
部
…
木
津
川
や
河
川
美
化
を
主
題

と
し
た
も
の
（
１
６
０
０
字
以
内
・
小
中

学
生
対
象
）

　
・�

書
道
の
部
…
木
津
川
や
河
川
美
化
を
主
題

と
し
た
も
の
（
小
中
学
生
は
18
・
５
㌢
×

70
㌢
の
半
紙
）

▼
そ
の
ほ
か

　
・�

作
品
は
原
則
と
し

て
返
還
し
ま
せ

ん
。

　
・�

主
催
者
の
事
業
で

作
品
を
複
写
転
載

す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

ｑ�

〒
６
１
９

－０
２
８
５
（
個
別
番
号
・
住
所
記

入
不
要
）
木
津
川
を
美
し
く
す
る
会
精
華
町

支
部
事
務
局
（
環
境
推
進
課
内
）「
木
津
川
を

美
し
く
す
る
作
品
募
集
」
係
ｔ
95

－１
９
２
５

　
お
盆
の
時
期
が
巡
っ
て
き
ま
し
た
。
お
墓
参

り
の
準
備
な
ど
日
ご
ろ
し
な
い
仕
事
が
増
え
、

何
か
と
忙
し
い
日
々
で
す
。
精
華
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
が
お
助
け
で
き
た

ら
と
待
機
し
て
い
ま
す
。

　
お
引
き
受
け
で
き
る
仕
事
は
、
お
墓
の
掃
除

を
は
じ
め
、
簡
単
な
大
工
仕
事
、
換
気
扇
の
掃

除
、
家
具
の
移
動
、
排
水
溝
の
掃
除
、
ペ
ン
キ

塗
り
、
刃
物
と
ぎ
な
ど
な
ど
で
す
。
旅
行
さ
れ

る
方
に
は
留
守
中
の
水
や
り
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
手
助
け
が
必
要
な
方
は
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
入
会
説
明
会

　
日
時
…
８
月
22
日
㈪
午
前
10
時
か
ら

　
対
象
者
…
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▼
シ
ル
バ
ー
さ
ろ
ん

　

�

日
時
…
９
月
１
日
㈭
９
月
12
日
㈪
午
前
10

時
～
午
後
３
時

　
※�

趣
味
の
教
室
を
同
時
開
催
し
ま
す
。
詳

し
く
は
30
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｑ�

精
華
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ｔ
98

－

０

　
５
１
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

お
墓
掃
除
も
お
ま
か
せ
を
！

健
康
長
寿
の
秘
訣
と
は

　

梅
雨
に
猛
暑
が
重
な
っ
た
18
日
間
の
参
議
院

議
員
選
挙
戦
は
、
報
道
さ
れ
て
い
た
世
論
調
査

と
ほ
ぼ
一
致
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

選
挙
は
暮
ら
し
や
将
来
へ
の
思
い
な
ど
、
民

意
を
示
す
た
め
の
大
切
な
国
民
の
権
利
行
使
で

す
。
選
挙
に
お
い
て
、
私
は
い
つ
も
投
票
率
に
注

目
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
投
票
率
は
51
％
と
極
め

て
低
く
、
本
町
に
お
い
て
も
約
41
％
を
超
え
る
棄

権
者
（
１
万
２
３
７
８
人
）
が
あ
っ
た
こ
と
は
誠

に
残
念
で
す
。「
こ
れ
で
い
い
の
か
民
主
主
義
」

と
言
い
た
く
な
り
ま
す
。

　

去
る
７
月
３
日
、
健
康
長
寿
の
ま
ち
実
現
へ

「
ほ
っ
こ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
向
け
て
」
と
題
し

た
交
流
会
が
あ
り
、
そ
の
場
で
京
都
大
学
名
誉

教
授
の
西
村
周
三
先
生
（
71
歳
）
が
、「
健
康
に

な
る
た
め
の
予
防
の
知
恵
」
に
つ
い
て
、
体
験
を

も
と
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

・
健
康
寿
命
を
80
歳
以
上
に
伸
ば
す
。

・
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や
る
。

・
食
物
と
歯
は
健
康
に
関
係
が
あ
り
、
大
切
に
。

・�

孤
独
は
ダ
メ
。
友
人
を
持
ち
、
何
か
社
会
貢

献
を
。

・
Ｉ
Ｔ
技
術
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用
。

・
農
作
物
を
栽
培
し
て
ス
ト
レ
ス
解
消
。

・
孫
や
ひ
孫
の
成
長
を
見
て
１
０
０
歳
ま
で
元
気
。

・�

日
々
の
生
活
と
医
療
の
連
携
を
進
め
、
そ
れ
に

沿
っ
て
病
気
の
悪
化
を
予
防
す
る
時
代
の
到
来
。

　
お
話
を
聞
い
て
挑
戦
し
た
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。
し
か
し
、「
年
相
応
」
と
い
う
言
葉
も
健

康
長
寿
へ
の
秘
訣
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
良
い
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
と
、
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
利
用
登
録
（
利
用
者
証
明

用
電
子
証
明
書
）
が
必
要
で
す
。

・�

す
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ

て
い
る
方
は
新
た
に
登
録
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※�

た
だ
し
、
カ
ー
ド
の
申
請
時
に
利
用
者
証
明

用
電
子
証
明
書
を
不
要
と
さ
れ
て
い
る
場
合

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
・
受
け
取
り

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

「
コ
ン
ビ
ニ
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

せ
い
か
町
民
カ
ー
ド
、
印
鑑
登
録
証
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
で
は
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

ｑ�

総
合
窓
口
課
戸
籍
住
民
係
ｔ
95

－

１
９
１
５

証
明
書
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
開
始

コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す
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町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは36ページに掲載しています。

精北小学校

今
回
は
通
信
販
売
広
告
に
関
す
る
相
談
を
紹
介

し
ま
す
。

〈
Ｑ
〉

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
で
、
高
額
な
化
粧
品

の
セ
ッ
ト
が
「
初
回
に
限
り
１
週
間
分
５
０
０

円
！
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ワ
ン
コ
イ
ン

な
ら
試
し
て
み
た
い
と
思
い
契
約
し
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
で
代
金
を
引
き
落
と
す
こ
と
に
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
試
供
品
が
届
い
た
１
週
間
後

に
、
１
カ
月
分
の
化
粧
品
セ
ッ
ト
が
同
じ
事
業

者
か
ら
届
き
、
驚
い
て
広
告
を
確
認
す
る
と
、

３
カ
月
間
の
定
期
購
入
と
の
セ
ッ
ト
販
売
で
あ

る
と
分
か
り
ま
し
た
。
書
い
て
あ
っ
た
キ
ャ
ン

セ
ル
の
期
間
も
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
解
約

は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
50
歳
代
女
性
）

〈
Ａ
〉

　
今
回
の
ケ
ー
ス
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
折

り
込
み
チ
ラ
シ
、
新
聞
広
告
、
テ
レ
ビ
な
ど
を

通
じ
た
商
品
の
広
告
か
ら
消
費
者
が
申
し
込
む

通
信
販
売
に
該
当
し
ま
す
。「
初
回
に
限
り
格

安
料
金
で
…
」
と
お
得
感
を
演
出
し
て
消
費
者

の
申
し
込
み
の
き
っ
か
け
を
作
り
、
定
期
購
入

に
誘
導
す
る
の
が
目
的
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
相
談
の
場
合
、
広
告
を
よ
く
見
る
と

『
３
カ
月
の
定
期
購
入
が
必
要
。
定
期
購
入
の

キ
ャ
ン
セ
ル
は
お
試
し
の
商
品
到
着
後
５
日
以

内
に
』
と
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
通
信
販
売
に

は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
の
適
用
が
な
く
、

キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
広
告
に
記
載
が
あ
れ

ば
、
そ
の
内
容
に
従
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

消
費
者
は
お
得
感
の
あ
る
広
告
に
心
を
奪

お
試
し
だ
け
の
つ
も
り
が
…

わ
れ
、
詳
し
い
契
約
内
容
の
表
示
ま
で
は
気
付

き
に
く
い
心
理
状
態
に
な
り
ま
す
。
表
示
に
も

問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
広
告
の
小
さ
い
文
字
も

よ
く
読
む
よ
う
に
習
慣
づ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
大
き
い
文
字
よ
り
小
さ
い
文
字
に
大
切

な
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
も
の
で

す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を

　
困
っ
た
と
き
は
、
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
木
津
川
市
木
津
上
戸
15
番
地
・
相
楽
会
館
１

階
＝
右
地
図
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
受
付
時

間
は
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
で
す
。

　
土
日
・
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
に
は
、

京
都
府
・
京
都
市
が
共
同
で
設
置
し
て
い
る

「
消
費
生
活
土
日
祝
日
電
話
相
談
」
で
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
京
都
消
費
生
活
有
資
格
者

の
会
が
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
ｔ
０
７
５

－

２
５
７

－

９
０
０
２
）。
受
付
時
間
は
午
前
10

時
～
午
後
４
時
で
す
。

ｑ
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ｔ
72

－

９
９
５
５

相
楽
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

（
相
楽
会
館
１
階
）京

都
山
城
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー

山
城
南

保
健
所

山
城
広
域

振
興
局24

Ｊ
Ｒ
木
津
駅

「地域とつながる」
　校区に住む方を講師に迎
え、次のような活動を展開し
ています。
・農業体験
　�町の農業委員から、サツマ
イモや稲の植え方や育て方
を教わり、収穫します。

・ゲートボールクラブ
　�ゲートボールサークルの協力を得て、ゲートボールの指
導をしてもらっています。
・読み聞かせ
　�絵本や紙芝居の読み聞かせを、読書ボランティアにして
いただいています。
・登下校の見守り
　�スクールヘルパーや、PTA・地域の方が協力して、登下
校の安全を見守っていただいています。

「未来とつながる」
・大正琴
　�本校伝統の「大正琴」を学習
しています。また、上級生
が下級生にこの伝統を伝承
しています。
・保幼小交流
　�こまだ保育所や精華聖マリ
ア幼稚園の年長児の体験入学として、３学年で保幼小交
流に取り組んでいます。
　１年生…歌やゲーム、遊びを通じての交流
　２年生…手作りおもちゃフェスティバルを通じての交流
　５年生…�入学説明会での歌やゲーム、工作を通した交流

　上の２つは、精北小学校の掲げている児童育成の目標で
す。そのような児童を育成するため、「自ら発信する、質の
高いあいさつ」を大切に「生きる力」を育む基本としていま
す。それは、これからの多様な社会に対応していくため
に、そして、生きていくために、なくてはならない基盤に
なると考えているからです。
　また、本校では「総合的な学習の時間」を中心とした複数
の教科で、地域の方など、さまざまな人々とのふれあい
や、つながりを大切にした学習を取り入れています。これ
は、「展望する力」「つながる力」「挑戦する力」を育むためで
す。そんな本校の特色ある取り組みの一部を紹介します。

「仲間とつながる」
・�異年齢集団活動「ハッ
ピー班活動」
　�交流内容は６年生を中
心にして考えます。１
年間を通して１～６年
生児童が、学年を越え
たつながりをつくって
います。

精北小学校の教育目標
「確かな学力と豊かな人間性を身に付け、生きる力に

結びつく行動力・実践力のある児童の育成」

目指す児童像
「深く考え進んで実行する子」
「みんな仲良く心のやさしい子」
「明るくたくましい子」

「仲間とつながる」「地域とつながる」「未来とつながる」 

ｑ精北小学校ｔ98－0231・精華町役場�学校教育課�学校教育係ｔ95－1906

◆定　　員　�第１・３回は50人、第２回は25人、第４回
は40人（すべて先着順）

◆対　　象　�木津川市および相楽郡に在住・在勤・在学の
方

◆料　　金　�無料（第２回は、抹茶アート体験・昼食代と
して参加費2000円を徴収します）

◆主　　催　相楽郡広域事務組合（相楽消費生活センター）

◆申込方法　�８月８日（月）以降に、電話またはファクスで
「氏名、住所、電話番号、参加希望日」を、下
記のところへ。ファクスの様式は、町産業振
興課での配布チラシのほか、町ホームページ
からもダウンロードできます。

ｑ相楽郡広域事務組合（相楽消費生活センター）
　ｔ72－0421・ｆ72－0470

　自立した消費者への第一歩として、複雑・多様化する消費生活問題について学びませんか。そして、学んだことを消
費者支援活動や地域活動に生かしましょう。ご興味をお持ちの講座がありましたら、ぜひご参加ください。
◆日時・内容

平成28年度 消費生活講座

回 日　時 テーマ 会　場

１ ９月14日（水）午後１時30分～３時30分
「特殊詐欺・悪質商法・ネットによる被害の手口と対策」
講師：京都府木津警察署生活安全課

相楽会館
大ホール

２ ９月28日（水）午前９時30分～午後４時30分

“日本遺産「日本茶800年の歴史散歩～京都・山城～」＆けいはんなｅ
イ ー ミ ラ イ
２未来スクエア”を

体験しよう！
＜茶源郷 和束＞日本遺産 白栖・石寺景観見学、抹茶アート体験、昼食（京都 和束荘）
＜けいはんなプラザ＞けいはんなでのエコに関する取組み
施設見学：「けいはんなｅ

イ ー ミ ラ イ
２未来スクエア」　　

相楽会館集合
※マイクロバス
で移動　　

３ 10月10日（祝・月）午後１時30分～３時30分
「人はなぜダマされる」～賢い消費者になるために～
講師：神戸学院大学人文学部　　教授　秋山 学氏

相楽会館
大ホール

４ 10月25日（火）正午～午後５時15分
「整理収納セミナー　リビング編」～整理収納の応用とカードワーク～
施設見学：「大阪ガス　ハグミュージアム」

相楽会館集合
※大型バスで移動

　※講師の都合により、内容を変更する場合があります。
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す
子子育育てて

すくくすすくく

掲 示 板掲 示 板
今月の子育て支援センター

ひとりで悩まないで……　子ども虐待に気づいたら……毎月19日「きょうと育児の日」は、
家庭・職場・地域が一体となって子育
て支援を推進する日です。

児 童 相 談 所
全国共通ダイヤル ９８１

いちいち はやはや くく

育児相談…………………………………………
　子育てや子どもの発育などについて、相談に応じています。
▶来所相談
　◆場　　所　子育て支援センター
　※事前に電話で同センターにお申し込みください。
▶電話相談
　◆日　　時　月～金曜日 午前10時～午後４時
　◆場　　所　町内各保育所・子育て支援センター
　※下記の保育所では土曜日も相談を受けています。
　　・ほうその保育所　午前８時30分～正午
　　・いけたに保育所　午前８時30分～正午
　　・こまだ保育所　午前８時30分～正午
　　・ひかりだい保育所　午前９時～ 11時30分
　　・せいかだい保育所　午前８時30分～午後４時

食育講座（おやつ・食事編Ⅰ）……………………
　野菜たっぷりのバランスのとれた食事と、おいしくて簡
単に作れるおやつを作ってみませんか？
▶日　　時　９月６日（火）午前10時～ 11時30分
▶場　　所　むくのきセンター調理室（３階）
▶対 象 者　�町内在住で在宅の満１歳（９月１日現在）以上

の子どもの保護者
▶定　　員　15人（定員を超えた場合は抽選）
　　　　　　　　　※当選者のみ連絡します。
▶料　　金　300円（当日徴収）
▶申込期間　�８月10日（水）～ 17日（水）
▶申込方法　�町ホームページから「食

育講座」を検索、または
右の二次元コードから。

※ �2 カ月～就園前児向けの託児も
あります。調理実習後、親子で
いっしょに試食します。

第２回わらべうたあそび…………………………
　毎日の生活にわらべうたを取り入れませんか？
▶日　　時　９月14日（水）午前10時15分～ 11時30分
▶場　　所　高齢者総合福祉施設「神の園」（南稲八妻地区）
▶対 象 者　�町内在住で在宅の満１歳６カ月以上（９月１

日現在）の子どもとその保護者
▶定　　員　親子15組程度（定員を超えた場合は抽選）
　　　　　　　　　※�当選者のみ連絡します。
▶内　　容　親子でわらべうた遊びを楽しみます。
▶申込方法　�８月15日（月）～ 24日

（水）に、町ホームペー
ジから「わらべうたあそ
び」を検索、または右の
二次元コードから。

第２期音楽リズムであそぼう！…………………
　親子で音楽リズムを楽しみながら、子育ての心構えを学
びます。体を動かしながら子どもとふれあい、自分自身も
リフレッシュしましょう。
▶日　　時　�９月27日､ 10月25日、11月22日の各火曜

日午前10時15分～ 11時30分
▶場　　所　精華町交流ホール（町役場２階）
▶対 象 者　�町内在住で在宅の満１歳６カ月以上（９月１

日現在）の子どもとその保護者
▶定　　員　親子30組（定員を超えた場合は抽選）
　　　　　　　　　※当選者のみ連絡します。
▶申込方法　�８月29日（月）～９月２

日（金）に町ホームペー
ジから「音楽リズムであ
そぼう！」を検索、また
は右の二次元コードか
ら。

育児サークル紹介コーナー………………………
▶精華台三丁目育児サークル『かたつむり』
　活動日時　第３火曜日　午前10時～正午
　活動場所　精華台三丁目集会所
　対　　象　精華台三丁目在住の未就園児とその家族
　活動内容　�季節の行事、工作、公園遊びなど
▶桜が丘一丁目育児サークル『さくらっこ』
　活動日時　第２・４火曜日　午前10時30分～正午
　活動場所　桜が丘一丁目集会所およびその周辺
　対　　象　桜が丘一丁目および周辺在住の未就園児の親子
　活動内容　季節の工作、成長の記録作り、茶話会など
▶とんがり帽子
　活動日時　第２・４火曜日　午前10時～正午
　活動場所　東畑集会所
　対　　象　主に東畑地区の未就園児
　活動内容　室内遊び、外遊び、そのほかイベントへの参加
▶南区育児サークル『ミックスジュース』
　活動日時　第３月曜日　午前10時～ 11時30分
　活動場所　南区公民館など
　対　　象　南区在住の未就園児の親子
　活動内容　公園遊び、味覚狩り、プール遊びなど
▶育児サークル『小子（こねずみ）クラブ』
　活動日時　第４火曜日　午前10時～午後２時
　活動場所　高齢者総合福祉施設「神の園」
　対　　象　町内在住の未就園児とその保護者
　活動内容　遠足、いちご狩り、季節の工作など
▶わんぱくキッズ
　活動日時　月１回　午前10時～正午
　活動場所　北ノ堂集会所
　対　　象　北ノ堂在住の未就園児の親子
　活動内容　おもちゃ遊び、折り紙遊び、季節の行事など
▶馬渕育児サークル『たけのこ』
　活動日時　第１・３木曜日　午前10時30分～ 11時30分
　活動場所　馬渕集会所
　対　　象　馬渕地区在住の妊婦・未就園児の親子
　活動内容　�読み聞かせ、季節の行事、工作、親子交流など
▶ごきげんよう
　活動日時　第２月曜日　午前10時～ 11時30分
　活動場所　精華台五丁目集会所
　対　　象　精華台五丁目在住の未就園児とその保護者
　活動内容　季節の遊びなど

ｑ子育て支援センター（こまだ保育所内）ｔ98－4001

〈対象者〉�よちよちひろば：おおむね１歳６カ月まで
　　　　とっとこひろば：おおむね１歳６カ月以上
　　　　赤ちゃんサロンＡ：２～７カ月児
　　　　赤ちゃんサロンＢ：８～ 12カ月児

〈会場の所在地〉�保健センター：北
き た い な や づ ま

稲八間井手ノ元27番地１

スマートフォン 携帯電話

スマートフォン 携帯電話

スマートフォン 携帯電話

※　　は申し込み終了しました。
※午前９時の時点で京都府山城南部地域に気象警報が発令された場合は、子育て支援センターの催しは中止になります。

月 火 水 木 金 土
８日 ９日 10日 11日 12日 13日

すくすくプレールーム
「よちよちひろば」
（午前10時～正午）

子育て支援センター

すくすくプレールーム
「とっとこひろば」
（午前10時～正午）

子育て支援センター

第３回　赤ちゃんとの
かかわり方教室　　　
（午前10時～ 11時30分）

保健センター

山の日

15日 16日 17日 18日 19日 20日

すくすくプレールーム
「よちよちひろば」
（午前10時～正午）

子育て支援センター

すくすくプレールーム
「とっとこひろば」
（午前10時～正午）

子育て支援センター

赤ちゃんサロンＢ
（午前10時～ 11時30分）

保健センター

お誕生日のつどい
（要申し込み）

（午前10時～ 11時30分）
子育て支援センター

携帯電話スマートフォン

22日 23日 24日 25日 26日 27日

すくすくプレールーム
「よちよちひろば」
（午前10時～正午）

子育て支援センター

すくすくプレールーム
「とっとこひろば
＆絵本のひろば」

（午前10時～正午）
子育て支援センター

にこにこ相談
（要申し込み）

（午前９時30分～ 11時）
子育て支援センター

29日 30日 31日 ９月１日 ２日 ３日

すくすくプレールーム
「よちよちひろば」
（午前10時～正午）

子育て支援センター

すくすくプレールーム
「とっとこひろば」
（午前10時～正午）

子育て支援センター

第２回親子のつどい
（要申し込み）

（午前10時～ 11時30分）
いけたに保育所

５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日

すくすくプレールーム
「よちよちひろば」
（午前10時～正午）

子育て支援センター

すくすくプレールーム
「とっとこひろば」
（午前10時～正午）

子育て支援センター 赤ちゃんサロンＡ
（午前10時～ 11時30分）

保健センター

発達応援プレールーム
「あいあいひろば」
（午前10時～ 11時30分）

保健センター

マタニティーサロン
（午前10時～ 11時30分）

保健センター食育講座
（要申し込み）
「おやつ・食事編」
（午前10時～ 11時30分）

むくのきセンター

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

教育・子育て
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▼作り方
　①�豚肉に塩、こしょうをする。
　②フライパンでパン粉を、からいりする。
　③①に小麦粉、溶き卵、②の順につける。　　
　④③をオーブンに入れ200℃で５～６分焼く。
　⑤�食べやすい大きさにカットしたレタス、トマトを添
える。

▼１人分の栄養価
　�エネルギー 223キロカ

ロリー・たんぱく質15.8㌘・脂質11.5
㌘・カルシウム17ミリ

グラム・食物繊維1.2㌘・塩分0.8㌘
▼材料（２人分）

　�トンカツ用の豚肉2枚（140㌘）、パン粉20㌘、卵10
㌘、小麦粉7㌘、塩1.1㌘、こしょう少々
　付け合せ：レタス40㌘、トマト100㌘

揚げない
トンカツ

241

今回は、精華町食生活改善
推進員協議会「あすなろ会」
福谷玲子さん（桜が丘三丁
目）が紹介する「揚げないトン
カツ」です。

早ね 早おき
朝ごはん

毎月19日は食育の日毎月19日は食育の日毎月19日は食育の日

365
プロジェクト

3737

今月は７月号に続き、町職員が取り組むプロジェクトチー
ムの活動紹介です。加えて、近日開催される効果バツグン
の講座の開催情報をご紹介します。

プロジェクト名

「自然 to健康365」
　「自然（nature= 緑）にふれる活動を行い、まちも人も自
然（naturally= 気が付けば）に健康になる」をコンセプトに
進めています。
　「健康のため…健康のため…」と意識すればするほど、唱
えれば唱えるほど、その活動はおっくうになりがちです。
身体の健康を気遣うあまり、心にストレスを抱えては意味
がありません。どうせなら、楽しみながら健康になりた
い！そんな思いをもった職員が集い、活動を展開していま
す。
　まだまだ駆け出しのプロジェクト。
　先日は、手始め
に、役場近くの植栽
帯管理に取り組みま
した。
　京都府立大学生命
環境学部附属農場か
ら専門家を招き、花
苗の植え付け指導を
受け（写真右）、活動
スタート。
　周辺施設からの参加協力もあり、暑さに負けず、わいわ
い賑やかに楽しく作業を行うことができました。
　今後も、役場周辺にこだわらず、また、場所を特定せ
ず、活動を展開していく予定です。
　あなたの近所が次の活動場所になるかもしれません。

　７・８月号で紹介しました町職員による３つのプロジェ
クトチーム。これからも、このページで活動情報を掲載し
ていきますので、ご期待ください。

｢セイカ歩数計｣で
ウオーキング

「せいか365」のアイテム、その名も「セイカ歩数計」。あなたのウオーキング
のお供に、京町セイカと一緒に歩いて、健康寿命を延ばしましょう。高精度＆
低消費電力を実現しました。アプリは、Google Play または App Store か
ら取得できます（無料）。「セイカ歩数計」
で検索してみてください。
※�対応機種・OSは、アンドロイド
4.0.3以降を搭載したスマートフォン
と i phone です。右の二次元コード
からダウンロードできます。 スマートフォン用 iphone 用

減量を目指してみませんか。無料で参加いただけます。
　対象者の参加条件や申込方法については、P28 を参照
ください。

メタボの方、メタボ予備軍の方の減量を目指す

「からだ軽やか塾」
　保健師や管理栄養士などによる、減量のための指導に加
え、フィットネスクラブを活用し、減量をサポートしてい
ます。
　また、グループで実施することで、同じ減量を目指す方
同士で情報を共有でき、効果も上がっています。
　この２年間で 53人が参加し、このうち参加時と終了時
のデータのある方 46人を見ると、平均で体重が 3.9㎏減
少し、腹囲も 4.9㎝減少。最大減量者は 12㎏の減量を達
成することができました（左ページのグラフ参照）。
　新たに減量に取り組みたい方、これまで減量に挑戦して
うまくいかなかったり、リバウンドしてしまった方、実績
のある「からだ軽やか塾」で健康のプロによる指導のもと

ｑ�せいか365事務局（健康推進課・福祉課・国保医療課・生涯学習課・企画調整課）ｔ95－1905（健康推進課内）

「今年の夏こそメタボ解消」
　メタボリックシンドローム、略してメタボ。メタボ予防
は健康に欠かせません。

メタボとは…
内臓脂肪型肥満に、高血糖、高血圧、脂質異常といっ
たリスクが重なった状態。

　メタボの状態になると動脈硬化が進行し心臓病や脳卒中
など循環器病のリスクが急増します。
　メタボ改善は、病気予防には重要ですが、メタボを改善
したいけどなかなか減量できない方、減量してもリバウン
ドしてしまうなど、成功できない方も多いのではないで
しょうか。
　そんな方を対象に、町では健康的に減量を目指す「から
だ軽やか塾」を毎年実施しており、実績をあげています。

Ｈ
26･

27
年
度
参
加
者
46
人
の
平
均
値

66.0

68.0

70.0
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参加時 ３カ月後 ６カ月後

95.8

93.1
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腹囲（㎝）

体重 －3.9 ㎏

腹囲－4.9 ㎝

参加者のデータ 信頼の
実績

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

健康・医療 健康・医療



町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは36ページに掲載しています。

　
平
成
28
年
度
市
町
村
・
地
域
自
治
功

労
者
と
し
て
、「
八
光
会
グ
リ
ー
ン
ク

ラ
ブ
」「
精
華
台
四
丁
目
ゆ
う
ゆ
う
倶

楽
部
」「
光
台
ス
ミ
レ
ク
ラ
ブ
」
の
３

団
体
が
６
月
17
日
㈮
、
京
都
府
知
事
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
地
域
活
動
へ
の
積
極
的
な

取
り
組
み
や
、
地
域
力
の
向
上
へ
の
顕

著
な
貢
献
と
い
っ
た
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　
表
彰
式
は
、
京
都
府
立
府
民
ホ
ー
ル

（
京
都
市
）
で
開
催
さ
れ
た
京
都
府
開

庁
記
念
日
記
念
式
典
の
な
か
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
河
村
年
郎
さ
ん
（
西
北
）
と
、
子
谷
朝
子
さ

ん
（
光
台
）
が
、
３
月
に
行
わ
れ
た
定
例
会
３

月
会
議
で
同
意
を
得
て
、
７
月
１
日
付
け
で
法

務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　
お
二
人
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
人
権

相
談
や
、
人
権
に
つ
い
て
の
意
識
や
関
心
を
高

め
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　
任
期
は
、
平
成
31
年
６
月
30
日
ま
で
の
３
年

間
と
な
り
ま
す
。

　
６
月
10
日
㈮
の
平
成
28
年
度
京
都
府
危
険
物

安
全
大
会
で
、
精
華
町
危
険
物
安
全
協
会
会
員

の
㈱
国
際
電
気
通
信
基
礎
技
術
研
究
所
が
京
都

府
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
京
都
府

農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
生
物
資
源
研
究
セ
ン

タ
ー
が
優
良
施
設
と
し
て
、
㈱
大
進
工
業
研
究

所
の
浦
井
宗
次
さ
ん
が
優
良
従
業
員
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
一
般
社
団
法
人
京
都
府
危
険
物
安
全

協
会
連
合
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
、
精
華
町
危
険
物
安
全
協
会
の
会

員
の
方
々
が
日
ご
ろ
か
ら
危
険
物
に
関
す
る
知

識
の
向
上
及
び
危
険
物
に
よ
る
災
害
の
な
い
町

を
目
指
し
活
動
さ
れ
て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

京
都
府
危
険
物
安

全
大
会
で
表
彰

地
域
活
動
３
団
体
に
栄
誉

右から京都府農林水産技術センター生物資源研究セン
ター 中川知之さん、 ㈱大進工業研究所 浦井宗次さん、 
㈱国際電気通信基礎技術研究所 山田義明さん、精華町
危険物安全協会 森田英照会長

子谷朝子さん 河村年郎さん

八光会グリーンクラブ

光台スミレクラブ精華台四丁目ゆうゆう倶楽部

　毎年８月は「道路ふれあい月間」、８月10日は「道の日」です。
　この期間は、道路を利用している人々に、改めて道路の
役割を再認識することを呼びかけるものです。さらには道
路を常に美しく、安全に利用する気運を高めることを目的
としています。これを機に、改めて道路の正しい利用に努
めましょう。
ｑ建設課 管理係ｔ95－1901

道路 常に美しく
８月10日は「道の日」

AugustAugust 2223

活動の
ひろば

　
町
内
で
活
躍
す
る
団
体
・
個
人
に
お
話
を
伺

い
、
そ
の
活
動
な
ど
を
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー

ナ
ー
。
今
回
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ａ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
＝
藤
田
仁
美
代
表
（
南
稲
八
妻

区
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

SEIKA
バスケットボールクラブ 61

集
え
！
バ
ス
ケ
女
子 

in 

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ａ

　

当
ク
ラ
ブ
は
、
京
都
府
民
総
合
体
育
大
会

（
以
下
府
民
総
体
）
出
場
の
た
め
に
集
ま
っ
た

女
子
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
出
場
母
体
と

な
る
ク
ラ
ブ
を
作
り
、
１
人
で
も
多
く
の
バ
ス

ケ
女
子
が
集
ま
れ
る
よ
う
に
、
今
年
４
月
に
結

成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
部
中
学
校
で
は
現
在
女
子
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
な
い
の
で
、
中
学
生

で
バ
ス
ケ
を
や
り
た
い
子
ど
も
た
ち
の
練
習
の

場
に
な
れ
ば
と
の
思
い
も
あ
り
、
中
学
生
以
上

の
女
子
を
対
象
に
現
在
約
15
人
で
活
動
を
行
っ

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ａ
で
、
バ
ス
ケ
し
よ
っ
！

て
い
ま
す
。

　
活
動
日
は
毎
週
日
曜
日
の
午
後
８
～
９
時
、
む

く
の
き
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
が
活
動
拠
点
で
す
。

８
月
は
府
民
総
体
出
場

　

現
在
は
練
習
時
間
が
１
時
間
し
か
な
い
た

め
、
パ
ス
練
習
か
ら
、
２
対
２
、３
対
３
、５
対

５
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
中
心
の
練
習
で
す
が
、
10
月

か
ら
場
所
を
精
華
中
学
校
体
育
館
に
移
し
、
時

間
も
午
後
７
～
９
時
と
２
時
間
と
な
る
予
定
な

の
で
、
基
礎
的
な
練
習
も
充
実
さ
せ
た
い
と
考

１対１の攻防３on ３

え
て
い
ま
す
。

　
当
面
の
予
定
と
し
て
は
、
８
月
27
日
開
催
の

府
民
総
体
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
が
、
周
辺
の

ク
ラ
ブ
と
の
練
習
試
合
の
機
会
な
ど
も
増
し
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い
て
も
大
丈
夫

　
私
た
ち
に
は
監
督
の
よ
う
な
指
導
者
は
い
ま

せ
ん
が
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
経
験
の
あ
る
メ

ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
練
習
内
容
を
決
め
て

い
て
、
初
心
者
の
方
に
も
そ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー

が
指
導
に
当
た
り
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
以
外
に
も
、
メ
ン
バ
ー
の
家
族
が

練
習
に
参
加
す
る
な
ど
、
中
学
生
か
ら
小
さ
な

お
子
さ
ん
の
い
る
マ
マ
さ
ん
ま
で
和
気
あ
い
あ

い
と
練
習
し
て
い
ま
す
の
で
、
初
心
者
の
方
で

も
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
連
れ
て
来
ら

れ
る
方
で
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、
一
度
の
ぞ
い

て
見
ま
せ
ん
か
。

ｑ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ａ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
代
表
：
藤
田
）
ｔ
０
９
０

－

２
３
８
２

－

２

９
６
８

ロングシュート

リング下の攻防速攻ダッシュ
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広 告　

回復期リハビリテーション病棟開設

精華町祝園西1丁目24－1

小グループの旅行に・冠婚葬祭・
各種行事に最適です。

関西学研都市交通株式会社
貸切バス、ジャンボタクシーの
ご予約・お問い合わせは 93－4567
タクシーのご用命は 94－2345

水曜・日曜・祝日休診
土曜午後休診
駐車15台可

　広 告（掲載内容については各広告主にお問い合わせください）

AugustAugust 2425

　子どもたちの安心・安全居場所づくり事業として、町教
育委員会は「精華まなび体験教室」を町内小学校で行ってい
ます。
 　この度、京都府地球温暖化防止活動推進センターや町
環境推進課の職員による「環境講座」が７月９日（土）、東光
小学校図書室で行われ
ました。
　同校の３年生を中心
に23人が、地球温暖
化や打ち水、ごみを減
らすためにできること
を学んだり、当日教室
に駆けつけた京都府広

“社会を明るくする運動”
精華町推進委員会の皆さん
による街頭啓発が、７月１
日（金）の早朝、町内の近鉄
３駅と JR 祝園駅の各駅前
で実施されました。
　同運動は今年で66回目 ７月25日現在、こんなに大きくなりました

　ゆずり葉コンサート～おとなとこどもと紡ぐうた～が、
６月26日（日）、京都府立けいはんなホールメインホール
で行われました。
　これは、精華町少年少女合唱団の10周年と合唱団
Rinte（リンテ）の20周年を祝う記念公演として開催され
たものです。
　両団員は、これまでの練習で培った美しいハーモニー
を、約700人もの来場者の前で発表し、単独の舞台だけで
なく、子どもと大人の混声による合同演奏も披露され、幕
を閉じました。
　観客からは「子どもと大人の協演に感動した」｢両団のこ
れからの活躍に期待します」などの感想がありました。

　打ち水で涼を取る恒例の「打ち水イベント」が７月20日
（水）、せいかガーデンシティ（祝園西一丁目）南側歩道前
であり、親子連れなど約200人が楽しみました。

　平成23年に交通事故で亡くなった当時４歳の陽
は る と

大ちゃ
んが生前に育てていたひまわりの種を、遺族の方から警察
官が受け取り、京都府亀岡警察署の花壇に植え付けたとこ
ろ、大輪を咲かせたことから、全国でそのひまわりを咲か
せ、交通安全と命の大切さを訴えていく取り組みが「ひま
わりの絆プロジェクト」です。
　精華町では、役場庁舎玄関横や町内小中学校などで、陽
人ちゃんのひまわりを育てて、今年もプロジェクトに参加
しています。皆さんも大きく咲いたひまわりを見て、交通
安全や人の命の大切さについて考えましょう。

6月26日日曜日 

子どもと大人の奏でるハーモニー

7月1日金曜日 

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域の力

7月20日水曜日 

打ち水でヒンヤリ

7月25日月曜日 

大きく育て！ひまわりの絆

7月9日土曜日 

東光小学校で環境講座
両団による合同演奏

となり、安全・安心な地域社会を築くため、地域に根ざし
た活動として推進されています。今回の街頭啓発は、同運
動の強調月間（７月）に合わせたもので、啓発用ポケット
ティッシュを配布し、共に支え合う明るい社会づくりを呼
びかけました。
	
～社会を明るくする運動伝達式～
　また、同日に、保護司の皆さんから木村町長へ、安倍総
理大臣からのメッセージが伝達されました。これは国の再
犯防止に関する宣言「犯罪に戻らない・戻さない」を踏ま
え、社会を明るくする
運動の社会的意義を理
解し、創意工夫にあふ
れた啓発活動がより多
くの地域住民の方々の
理解と参加を得て活発
に行われるよう求める
ものです。

報監のまゆまろといっしょにダンスもしました。
　講師の問いかけに、子どもたちからすぐに返事が返って
来るなど、日ごろからの環境に対する意識の高さが感じら
れました。

　イベントは、町商工会青年部による井戸水準備などの協
力を受け毎年開催。このほかに、今回は町と包括連携協定
を結んだ京都精華大学学生の協力で、散水場所にあらかじ
め撥水性塗料で海の生きものなどを描いていただきました。
　町長の「涼しくな～れ」のかけ声のもと、子どもたちがひ
しゃくで一斉に遊歩道に水を打つと、さまざまな海の生き
ものが浮かびあがりました。

街頭啓発の様子

メッセージを伝達した保護司の皆さん

打ち水についてのお話

浮かびあがる生きもの 涼しくな～れ地球温暖化のお話
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